
（青森県）

市 政 ル ポ 五
ご し ょ が わ ら

所川原市

地
域
の
個
性
と
強
み
を
前
面
に

市
民
協
働
で
目
指
す
地
域
創
生

80
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
シ
ン
ボ
ル
・ 

立
佞
武
多

　

今
年
７
月
１
日
か
ら
８
月
28
日
ま
で
の
約
２
カ
月

間
、
建
物
の
一
部
が
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
外
国
人
観
光
客
に
も
大
人
気
の
総
合
結
婚
式

場
・
目
黒
雅
叙
園（
東
京
都
目
黒
区
）に
て
、
ア
ー
ト

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
和
の
あ
か
り
×
百
段
階
段
展

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
展
に
は
伝
統

的
な
和
の
明
か
り
を
活
用
し
た
、
日
本
を
代
表
す
る

祭
礼
の
エ
ッ
セ
ン
ス
や
、
有
名
作
家
の
ア
ー
ト
作
品

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
全
国
か
ら
７

つ
だ
け
選
ば
れ
た「
明
か
り
の
祭
礼
」の
１
つ
が
、
五

所
川
原
立た
ち
ね
ぷ
た

佞
武
多
で
あ
る
。

　

五
所
川
原
立
佞
武
多
は
高
さ
が
約
23
ｍ
（
７
階
建

て
ビ
ル
の
高
さ
に
ほ
ぼ
匹
敵
）
と
上
方
に
伸
び
た
巨

大
さ
が
特
徴
だ
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
の
高
さ
で
は

目
黒
雅
叙
園
の
天
井
に
入
ら
な
い
た
め
、
約
５
分
の

１
ス
ケ
ー
ル
、
約
４
・
５
ｍ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
青
森
県
を
代
表
す
る
夏
祭
り

「
ね
ぶ
た
（
ね
ぷ
た
）」
は
、
津
軽
地
方
を
中
心
に
、

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
現
在

も
県
内
40
カ
所
以
上
の
地
区
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式

と
歴
史
を
持
つ
ね
ぶ
た（
ね
ぷ
た
）祭
り
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

最
も
有
名
で
歴
史
が
古
く
、
共
に
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
も
受
け
て
い
る
の
が
《
２
大
ね

ぶ
た（
ね
ぷ
た
）》と
称
さ
れ
る
、
青
森
ね
ぶ
た（
毎
年

８
月
２
日
〜
７
日
、
観
客
動
員
２
０
０
万
人
以
上
）

と
弘
前
ね
ぷ
た
（
８
月
１
日
〜
７
日
、
観
客
動
員

１
６
０
万
人
以
上
）
だ
。
五
所
川
原
立
佞
武
多
も
そ

の
巨
大
な
姿
が
記
録
に
登
場
す
る
の
は
明
治
40
年
頃

と
い
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
８
月
４
日
〜
８
日
に
掛
け

て
開
催
さ
れ
る
祭
り
本
番
に
は
、
１
０
０
万
人
以
上

も
の
観
客
が
訪
れ
る
。
２
大
ね
ぶ
た（
ね
ぷ
た
）に
比

べ
れ
ば
開
催
期
間
が
短
く
、
し
か
も
同
時
期
開
催
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
か
な
り
の
健
闘
ぶ

り
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
最
近
で
は
青
森
・
弘
前
に
五

所
川
原
を
加
え
て
、
３
大
ね
ぶ
た

（
ね
ぷ
た
）
と
紹
介
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
あ
る
ほ

ど
だ
。

　
「
五
所
川
原
立
佞
武
多
は
明
治
時
代
に
、
地
域
の

豪
商
や
大
地
主
の
力
の
象
徴
と
し
て
、
競
っ
て
高

さ
を
誇
る
よ
う
に
な
り
、
20
ｍ
以
上
の
高
さ
と
迫

力
が
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
人
気
を
博
し
た
反
面
、

そ
の
高
さ
が
キ
ッ
カ
ケ
で
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ

て
き
た
祭
り
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
平
山
誠
敏
・
五
所
川
原
市
長
だ
。

平
ひらやま

山誠
まさとし

敏
五所川原市長
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青
森
ヒ
バ
の
木
材
産
業
な
ど
で
急
速
に
力
を
つ
け

た
、
五
所
川
原
周
辺
の
豪
商
や
大
地
主
た
ち
が
高
さ

を
競
う
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
五
所
川

原
の
道
路
の
幅
が
青
森
市
や
弘
前
市
に
比
べ
る
と
狭

く
、
高
さ
で
特
徴
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
事
情
が
あ

る
と
す
る
説
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
思
わ
ぬ
障
害
が
生
じ
る
。
ご
承
知
の
よ

う
に
大
正
時
代
後
半
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、
全
国
的

に
電
化
が
進
み
、
都
市
の
空
は
急
速
に
電
線
で
覆
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
五
所
川
原
も
例
外
で
は

な
か
っ
た
。
必
然
的
に
五
所
川
原
立
佞
武
多
は
高
さ

制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
小
型
化
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
第
２
次
大
戦
が
始
ま
っ
て
祭
り
が
自
粛

さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
度
の
大
火
な
ど
に
よ
っ
て
立

佞
武
多
の
設
計
図
が
焼
失
。
戦
後
の
五
所
川
原
ね
ぷ

た
は
、
小
型
化
さ
れ
た
ま
ま
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

状
況
が
再
び
一
変
し
た
の
は
平
成
５
年
だ
っ
た
。

立
佞
武
多
の
設
計
図
の
一
部
が
偶
然
発
見
さ
れ
、
翌

年
に
市
民
有
志
が
高
さ
７
ｍ
の
立
佞
武
多
を
再
現
。

そ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
市
民
団
体
「
た
ち
ね
ぷ
た
復
元

の
会
」（
会
長
は
会
社
経
営
者
時
代
の
平
山
市
長
）
が

結
成
さ
れ
、
平
成
７
年
に
は
20
ｍ
級
の
立
佞
武
多
が

約
80
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
。
平
成
10
年
か
ら
は
正
式

に
「
五
所
川
原
立
佞
武
多
」
と
し
て
祭
り
も
再
開
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
つ
ま
り
来
年
（
平
成
29
年
）
で
、
五
所
川
原
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
立
佞
武
多
祭
り
は
、
復
活
20
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
」（
平
山
市
長
）

　

数
奇
な
運
命
の
立
佞
武
多
復
活
の
一
翼
を
、
市
民

団
体
の
代
表
と
し
て
担
っ
た
平
山
市
長
が
市
長
に
就

任
し
た
経
緯
も
、
ま
さ
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
っ
た
。

立佞武多祭りは8月だが「立佞武多の館」は通年展示

ミニチュアの立佞武多は各地の観光イベントに引っ張りだこ（目黒雅叙園）立佞武多の製作模様

20ｍ以上の立佞武多が巡るコースは電線地下埋設化済みの道路限定
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懸
命
に
取
り
組
ん
だ 

自
治
体
病
院
機
能
の
再
編
問
題

　

そ
れ
ま
で
地
元
・
五
所
川
原
市
で
会
社
経
営
を
し

て
い
た
平
山
市
長
は
、
五
所
川
原
立
佞
武
多
が
正
式

復
活
し
た
翌
年
の
平
成
11
年
、
周
囲
に
推
さ
れ
て
青

森
県
議
会
議
員
と
な
る
。
そ
し
て
任
期
２
期
目
も
半

ば
の
平
成
17
年
３
月
に
は
、
五
所
川
原
市
が
１
市
１

町
１
村（
旧
五
所
川
原
市
、
金
木
町
、
市
浦
村
）に
よ

る
合
併
で
新
生
・
五
所
川
原
市
が
誕
生
す
る
。

　

新
生
・
五
所
川
原
市
の
初
代
市
長
に
は
、
旧
五
所

川
原
市
時
代
か
ら
市
政
を
牽
引
し
て
き
た
成
田
守
氏

が
就
任
す
る
の
だ
が
、
新
市
ス
タ
ー
ト
の
翌
平
成
18

年
５
月
、
成
田
市
長
が
病
気
の
た
め
辞
任
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
急
遽
、
周
囲
か
ら
五
所
川
原
市
長

選
へ
の
出
馬
を
求
め
ら
れ
た
平
山
市
長
は
県
議
会
議

員
を
辞
任
。
新
生
・
五
所
川
原
市
ス
タ
ー
ト
２
年
目

の
平
成
18
年
７
月
に
、
２
代
目
市
長
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
「
私
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
、
青
森
県
産
初
の
特
Ａ

米
の
名
前
と
同
じ
で『
青
天
の
霹へ
き
れ
き靂

』で
し
た（
笑
）。

心
の
準
備
も
何
も
ま
っ
た
く
な
い
ま
ま
、
あ
っ
と
い

う
間
に
、
市
長
職
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

す
」（
平
山
市
長
）

　

初
め
て
の
市
長
選
が
前
市
長
の
病
気
辞
任
か
ら
２

カ
月
後
。
実
際
問
題
、
心
の
準
備
を
整
え
る
時
間
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
「
地
元
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
五
所
川

原
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
も
予
備
知
識
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
細
か
な
問
題
は

あ
る
に
せ
よ
、
全
体
的
に
は
と
り
あ
え
ず
順
風
満
帆

な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

就
任
初
年
度
は
い
き
な
り
赤
字
決
算
で
し
た
」
と
、

平
山
市
長
は
苦
笑
す
る
。

　

合
併
直
後
の
赤
字
決
算
の
背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
絡
ん
で
い
る
。
最
大
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
が
、
国
の
地
方
財
政
制
度
の
一
大
転
換
で

あ
っ
た「
三
位
一
体
改
革
」に
伴
う
地
方
交
付
税
の
縮

減
だ
。
さ
ら
に
当
時
五
所
川
原
市
は
一
般
会
計
の
赤

字
問
題
に
加
え
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
そ
れ
が
、
五
所
川
原
市
を
中
心
と
す
る
西

北
五
圏
域
（
正
式
に
は
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
。

五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、

鶴
田
町
、
中
泊
町
で
構
成
）
に
お
け
る
、
自
治
体
病

院
機
能
の
再
編
問
題
だ
。

　

西
北
五
圏
域
は
平
成
の
大
合
併
の
前
に
は
14
市
町

村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
か
ら
医
療
圏
を

形
成
し
、
介
護
関
連
を
は
じ
め
と
し
た
福
祉
政
策
な

ど
に
も
広
域
で
当
た
っ
て
い
た
。
西
北
五
圏
域
は

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
30
年
代
に
は
約
21
万
人
の
圏
域
人

口
を
抱
え
て
い
た
が
、
現
在
は
約
13
万
人
と
大
き
く

減
少
。
昨
年
実
施
の
国
勢
調
査
で
は
５
年
前
に
比
較

し
約
１
万
２
０
０
０
人
も
減
少
し
て
い
た
。

　
「
５
年
間
で
町
１
つ
分
の
人
口
が
減
っ
た
」（
平
山

市
長
）
こ
と
に
な
る
が
、
少
子
高
齢
化
が
年
々
進
む

状
況
下
に
お
い
て
、
自
治
体
病
院
機
能
の
再
編
は
焦

眉
の
急
だ
っ
た
。

　
「
か
つ
て
の
14
市
町
村
が
合
併
で
２
市
４
町
の
西

北
五
圏
域
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
圏
域
に
は

厄を払う虫送り行事（相内地区）

岩木山をのぞむ五所川原ならではの田園地帯
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自
治
体
病
院
が
５
つ
あ
り
、
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
皆
、

経
営
が
煮
詰
ま
る
と
同
時
に
医
師
確
保
に
苦
慮
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
能
別
に
合
理
化
・
再
編
す
る

た
め
に
、
ま
ず
五
所
川
原
市
に
あ
っ
て
、
当
時
か
ら

圏
域
の
中
核
病
院
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
五
所
川

原
市
立
西
北
中
央
病
院
を
廃
止
し
、
西
北
五
圏
域
の

連
合
運
営
に
よ
る
新
た
な
中
核
病
院
『
つ
が
る
総
合

病
院
』
を
建
設
、
そ
れ
以
外
の
４
つ
の
病
院
を
２
つ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
、
２
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所

と
位
置
付
け
、
整
備
し
直
す
と
い
う
の
が
計
画
の
概

略
で
あ
り
、
そ
の
事
業
規
模
は
２
０
０
億
円
に
の
ぼ

る
巨
額
な
も
の
で
し
た
」（
平
山
市
長
）

　

こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
五
所
川

原
市
が
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
財
政
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
や
県
の
支

援
を
取
り
付
け
て
再
編
の
筋
道
を
つ
け
て
い
く
と
い

う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
「
そ
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ま
や
職
員
に
は
か
な
り
の

負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
人

件
費
の
削
減
を
は
じ
め
、
財
政
再
建
の
た
め
に
懸
命
の

努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
自
治
体
病
院
機
能
の
再
編
事

業
を
粘
り
強
く
進
め
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
や
、

国
、
県
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
平
成

26
年
度
の
中
核
病
院
の
開
院
に
こ
ぎ
つ
け
る
な
ど
、
再

編
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
平
山
市
長
）

　

行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
現
在
も
多
角
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
「
最

大
の
懸
案
だ
っ
た
自
治
体
病
院
機
能
の
再
編
が
成
っ

た
こ
と
で
、
五
所
川
原
市
も
圏
域
全
体
も
落
ち
着
き

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
高
齢
化
の
進
む
状
況

下
で
は
、
や
は
り
中
核
病
院
の
存
在
感
は
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
大
き
い
」と
、
平
山
市
長
は
改
め
て
述
懐
す
る
。

共
に
支
え
合
う
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　

合
併
後
の
財
政
再
建
に
伴
い
、
諸
事
、
緊
急
用
件

以
外
の
予
算
を
切
り
詰
め
る
こ
と
で
市
政
を
運
営
し

て
き
た
五
所
川
原
市
。
一
方
で
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
復
活
し
た
立
佞
武
多
を
市
民
協
働
で
、
総
力
を

挙
げ
て
年
々
盛
大
な
も
の
に
育
て
て
い
く
な
ど
、
合

併
後
の
一
体
感
も
ま
た
年
々
強
固
な
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
平
成
22
年
か
ら
始
ま
り
、
市

民
の
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
が
「
市
民
提
案
型
事

業
」の
実
施
だ
っ
た
。

　
「
合
併
特
例
債
を
財
源
に
し
た
基
金
を
つ
く
り
、

そ
の
利
息
分
を
事
業
予
算
に
充
て
る
と
い
う
、
苦
し

い
状
況
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
苦
心
の
策
（
笑
）」
と
平

山
市
長
は
謙
遜
す
る
が
、
こ
の
試
み
の
中
か
ら
は
さ

ま
ざ
ま
な「
宝
の
原
石
」が
生
ま
れ
、
そ
の
後
も
健
や

か
に
は
ぐ
く
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

市
民
提
案
型
事
業
は
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、
市
民
団
体
な
ど
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
公
共

性
あ
る
地
域
活
動
の
支
援
を
行
政
が
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
の
実
現
お
よ
び
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
事
業
だ
。

　

類
似
の
制
度
は
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
五

所
川
原
市
で
は
「
は
じ
め
の
一
歩
型
・
補
助
金
限
度

額
50
万
円
（
地
域
活
動
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
グ
ル
ー

プ
・
団
体
向
け
コ
ー
ス
）」「
テ
ー
マ
設
定
型
・
補
助

金
限
度
額
１
０
０
万
円
（
活
動
経
験
の
あ
る
団
体
向

金木地区は津軽三味線の発祥の地（津軽三味線会館・合同演奏）

厳冬期の名物・地吹雪体験ツアー
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け
コ
ー
ス
）」に
分
け
、
幅
広
い
層
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。

　

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
提
案
が
採
択
さ
れ
て
き
た

が
、
観
光
振
興
に
大
き
な
効
果
を
挙
げ
た
「
太
宰

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ト
リ
ー
ト
ロ
ー
ド
整
備
事
業
（
平

成
22
年
〜
24
年
実
施
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
な
ぎ
元
気
倶
楽

部
）」は
、
い
か
に
も
五
所
川
原
市
ら
し
い
事
業
の
１

つ
だ
。
五
所
川
原
市
で
は
平
成
21
年
に
「
太
宰
治
生

誕
百
年
祭
」
を
実
施
。
銅
像
の
建
立
を
行
う
な
ど
、

華
々
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
全
国
の
太
宰
フ
ァ

ン
の
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
同
事
業
は
そ
れ
を
契

機
に「
太
宰
の
故
郷
・
五
所
川
原（
旧
金
木
町
）」を
改

め
て
発
信
す
る
べ
く
企
図
さ
れ
た
。

　

金
木
地
区
に
は
太
宰
治
に
ち
な
ん
だ
名
称
を
持
つ

ス
ト
リ
ー
ト（
斜
陽
館
通
り
、
メ
ロ
ス
坂
通
り
な
ど
）

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
の
ス
ト
リ
ー
ト
に
、
太

宰
の
生
涯
の
エ
ポ
ッ
ク
や
、
太
宰
作
品
の
解
説
な
ど

を
記
入
し
た
読
み
歩
き
パ
ネ
ル
を
設
置
。
観
光
客
の

理
解
の
助
け
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解

説
に
太
宰
お
よ
び
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
や
修
学
旅
行
生
た
ち
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
な
る
の
だ
。

　
「
そ
の
結
果
、
北
海
道
や
首
都
圏
の
旅
行
社
な
ど

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
る
な
ど
、
観
光
振
興
の

効
果
も
生
じ
て
い
ま
す
」（
平
山
市
長
）

　

読
み
歩
き
パ
ネ
ル
の
設
置
は
事
業
１
年
目
・
２
年

目
に
実
施
さ
れ
た
。
１
年
目
に
は
こ
れ
も
全
国
的
な

話
題
を
呼
び
、
現
在
も
続
く「
太
宰
治
検
定
」が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
３
年
目
に
は
太
宰
や
旧
金
木

町
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
小
冊
子
の
制
作
、
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
事

業
が
生
み
出
し
た
新
た
な
地
域
資
源
は
、
各
地
の
旅

行
社
な
ど
が
企
画
す
る「
太
宰
治
関
連
ツ
ア
ー
」に
も

多
大
な
効
果
と
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。

　

五
所
川
原
市
に
お
け
る
市
民
協
働
の
標
語
「
共
に

支
え
合
う
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」が
結
実
化
し
た
、

市
民
提
案
型
事
業
の
成
果
の
典
型
と
い
え
る
。

定
住
自
立
圏
で
目
指
す 

魅
力
発
信
と
定
住
化
促
進

　

五
所
川
原
市
は
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例
市

議
会
に
お
い
て
、
西
北
五
圏
域
の
２
市
４
町
に
よ
る

定
住
自
立
圏
構
想
の
実
現
に
向
け
、
五
所
川
原
市
が

中
心
市
と
な
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　

病
院
機
能
の
再
編
で
見
た
よ
う
に
、
西
北
五
圏
域

の
絆
は
既
に
強
く
深
い
。
同
圏
域
の
最
大
の
課
題

は
、
こ
こ
約
50
年
間
で
約
21
万
人
か
ら
約
13
万
人
に

大
き
く
減
少
し
た
定
住
人
口
の
回
復
で
あ
り
、
減
少

太宰治生誕祭は毎年6月19日に金木・芦野公園で開催

太宰治の生家・斜陽館は太宰ファンの聖地

走れメロスマラソンには家族連れから選手までが幅広く参加（毎年5月開催）
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化
の
抑
制
だ
。

　

五
所
川
原
市
の
減
少
率
は
５
年
間
で
約
５
・
６
％
。

ほ
か
の
１
市
４
町
の
平
均
は
10
％
を
超
え
て
い
る
。

「
い
ず
れ
に
し
て
も
名
目
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
西

北
五
圏
域
は
運
命
共
同
体
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
人

口
減
少
の
抑
制
も
、
そ
の
た
め
の
魅
力
発
信
も
圏
域

全
体
の
総
力
で
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
」（
平
山

市
長
）

　

観
光
振
興
で
は
前
述
の
金
木
地
区
の
事
例
の
よ
う

に
、
圏
域
の
２
市
４
町
が
独
自
に
行
う
発
信
と
と
も

に
、
圏
域
全
体
の
発
信
と
し
て
「
奥
津
軽
」
と
い
う
名

称
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
行
っ
て
い
る
。
取
材
当
日
に

は
ち
ょ
う
ど
、
五
所
川
原
の
中
心
街
や
金
木
地
区
な

ど
で
、
伝
統
行
事
の
虫
送
り
行
事
が
Ｊ
Ｃ
や
地
域
の

人
々
の
協
働
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ね
ぷ
た
や
虫
送
り

が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
圏
域
に
は
共
通
し
た
伝
統
文

化
に
基
づ
い
て
、
し
か
も
地
域
の
個
性
が
反
映
さ
れ

て
い
る
祭
り
や
習
俗
が
非
常
に
多
い
。

　

そ
れ
ら
は
圏
域
と
し
て
の
ま
と
ま
っ
た

魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
圏
域
の
重

要
な
公
共
交
通
機
関
、「
津
鉄
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
冬
場
に
ス
ト
ー
ブ
列
車
を
走

ら
せ
て
い
る
津
軽
鉄
道
と
海
に
最
も
近
い

線
路
と
し
て
人
気
の
五
能
線
は
、
奥
津
軽

の
冬
の
厳
し
さ
と
民
俗
的
な
豊
饒
さ
を
自

然
な
形
で
発
信
し
て
お
り
、
今
後
の
展
開

が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
五
所
川
原
市
に
は
、
日
本
一
の
シ
ジ

ミ
と
し
て
知
ら
れ
る
十
三
湖
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
、
そ
し
て
奥
津
軽
の
も
う
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
リ
ン
ゴ
な
ど
、
全
国
的
に
知
ら
れ
た
地
域
資
源

も
多
い
。

　
「
そ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
土
地
の
名
産
品
で
あ
る

と
と
も
に
、
今
後
は
定
住
化
お
よ
び
新
規
就
農
を
目

指
す
人
た
ち
を
も
引
き
付
け
る
、
働
く
場
を
創
出
す

る
た
め
の
、
貴
重
な
資
源
に
も
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
」（
平
山
市
長
）

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
は
、
新
た
な
動
き
も
出

て
い
る
。
平
成
８
年
に
そ
の
名
も「
御
所
川
原
」の
品

種
名
で
登
録
さ
れ
た
皮
も
果
肉
も
赤
い
リ
ン
ゴ
が
、

「
赤
〜
い
り
ん
ご
」の
愛
称
で
人
気
上
昇
中
な
の
だ
。

　
「
赤
〜
い
り
ん
ご
」
は
果
肉
の
鮮
や
か
な
紅
色
が
好

評
で
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
、
ワ
イ
ン
、
洋
菓
子
な
ど

の
商
品
化
が
図
ら
れ
、
徐
々
に
販
路
を
広
げ
て
い
る
。

　

厳
し
い
行
財
政
改
革
の
一
方
で
立
佞
武
多
を
シ
ン

ボ
ル
化
し
、
市
民
提
案
型
の
活
性
化
を
積
極
的
に
図

る
な
ど
「
常
に
将
来
の
夢
を
心
の
ど
こ
か
に
置
い
た

施
策
」（
平
山
市
長
）
を
大
事
に
し
て
き
た
五
所
川
原

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
勢
に
は
、「
常
に
渋
み
を
糖

度
に
転
換
」し
て
き
た
よ
う
な
粘
り
腰
の
趣
が
あ
る
。

皮
も
果
肉
も
赤
い
新
品
種
の
リ
ン
ゴ
の
姿
形
は
、
ま

さ
に
そ
の
象
徴
の
よ
う
に
思
え
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
６
月
17
日
）咲き誇る桜の下を走る津軽鉄道

皮も果肉も赤い「赤〜いりんご」は商品化も活発

中世史のロマンあふれる十三湖の名産は日本一のシジミ（市浦地区）
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